
令和３年度授業改善推進プラン 

１ 調査結果を踏まえた本校の状況 

 ・学力調査の結果では、全国及び東京都の平均値を大きく上回っている。 

 ・全体的に学力が高く、学習に意欲的に取り組む生徒が多く見受けられる。 

 ・一部の教科では、成績上位層と下位層の二極化が見られる。 

 

２ 教員組織等の状況 

 ・若手の教員が多く、教材研究に力を入れている。 

 ・ペーパーテストや入学者選抜を意識する必要性について、否定はしないが、それのみではなく、生 

徒の思考力、判断力、表現力等を高める授業を推進する必要がある。 

 

３ 地域の状況 

 ・学校が行う教育活動に理解を示し、協力的な地域である。 

・子どもの進路に関心が高い保護者が多い。 

 

４ 前年度までに行った学力向上に係る取組を踏まえた本校の状況 

 ・数学科による習熟度別指導、保健体育科におけるティームティーチングによる指導、放課後の補習 

  等、丁寧な指導を行い、全体的に学力の向上が見られる。 

 

５ 本校で取り組む学力向上策 

 ・校務分掌に、「デジタル化推進部」を新設し、GIGA スクール構想に伴う生徒用タブレットをはじめ 

とした ICT 機器を活用した「視覚的にわかりやすい授業」を実践する。 

 ・今年度より新たに開始した「検討会議」において、「家庭学習のあり方」「定期考査のあり方」「生徒 

を励ます評価のあり方」について、全教職員で繰り返し議論を行いながら、研究、実践していく。 

 ・オールイングリッシュによる英語の授業、習熟度別授業による数学科に授業、ティームティーチン 

グによる保健体育科の授業をとおして、いわゆる「学力の３要素」をバランス良く育成する。 

 ・生徒主体の授業を推進し、教師が一方的に説明する講義形式の授業から、生徒主体の授業への転換 

を図り、主体的、対話的で深い学びの実現を図る。 

 ・３密に配慮しながら、話し合い活動を工夫して実践することで、将来必要な力である生徒の思考力、 

判断力、表現力等を育成することに力を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●全国学力学習状況調査より 

  
課題が見られた 

問題の概要 
正答率 

調査結果を 

踏まえた成果 
調査結果を踏まえた課題 

国

語 

「吾輩」が「黒」をどのように

評価し、どのような接し方を

しているかや、そのような接

し方をどう思うかを書く。 

28.8％ 
 話合いにおいて、話

題や意図を捉え、話す

内容を考える力が身に

付いていることは大き

な成果である。また、

授業に内では読む能

力の指導を丁寧に行っ

たことが影響してか、

内容理解の問題は正

答率が比較的高かっ

たことも成果である。 

 都・全国の平均よりは上回っているものの、

自分の考えをもつことの正答率が低い。ま

た、書く力においてもまだ伸びしろがある。 

 敬語の問題は、全国平均を 0.2 しか上回っ

ていないため、今後社会生活を意識した敬語

の指導が必要である。 

意見文の下書きを直した意

図として適切なものを選択す

る。 

31.5％ 

「行く」を適切な敬語に書き

直し、その敬語の種類として

適切なものを選択する。 

40.5％ 

「呼吸をのみこんだ」の意味

として適切なものを選択す

る。 

28.8％ 

数

学 

データの傾向を的確に捉

え，判断の理由を数学的な

表現を用いて説明すること

ができる 

11.7％ 

全国学力学習状況調

査において、全ての領

域、評価の観点におい

て全国平均、東京都の

平均を上回ることがで

きた。 

左記４項目のように、数学的な表現を用い

て説明や表現する問題において、正答率が

下がる傾向がある。記述式問題全体の正答

率も東京都平均や全国平均は超えているも

のの、他の問題形式に比べ低くなっているの

で、説明する力をつけることが課題となる。 

数学的な結果を事象に即し

て解釈し，事柄の特徴を数

学的に説明することができる 

41.4％ 

平行四辺形になるための条

件を用いて，四角形が平行

四辺形になることの理由を

説明することができる 

53.2％ 

ある条件の下で，いつでも成

り立つ図形の性質を見いだ

し，それを数学的に表現す

ることができる 

45％ 

 


